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五
高
立
侵
武
多
 

人
波
を
か
き
分
け

一
足先
に
出
陣
 

五
所
川
原
高
等
学
校

一
肴
倉宏
太
校

長
）
創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て
、
生

徒
達
が
中
心
と
な
っ
て
製
作
し
た
立
侵

武
多

「不
動
明
王
」
が
、
七
月
九
日
運

行
さ
れ
、
コ
ー
ス
と
な
っ
た
駅
前
か
ら

旧
ロ
ー
タ
リ
ー
は
若
者
の
熱
気
に
つ
つ

ま
れ
ま
し
た
。
 

「
立侵
武
多
の
製
作
を
学
校
の
新
し

い
伝
統
に
し
た
い
」
 と
実
行
委
員
会
が

組
織
さ
れ
、
四
月
か
ら
製
作
を
開
始
。
 

毎
日
、
夜
遅
く
ま
で
製
作
に
励
み
ま
し

た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
披
露
さ
れ
た
立

侵
武
多
に
は
沿
道
の
観
客
か
ら
盛
ん
に

称
賛
の
声
が
浴
び
せ
ら
れ
、
若
者
た
ち

の
 
「ヤ
ッ
テ
マ
レ

ー
」
 
の
かけ
声
と
と

も
に
夜
空
ま
で
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
 

「不
動
明
王
」
は
市
の
観
光
協
会
に
 

寄
贈
さ
れ
、
 「
親子
の
旅
立
ち
」
 
「
鬼

が
来
た
」
 
と
と
も
に
夏ま
つ
り
で
も
運

行
さ
れ
ま
す
。
 

わ
た
し
が取
材
し
た
 

立
侵
武
多
 

五
所
川
原
高等
学
校
放
送
部
 

一一
年
 
岩
崎
 恵

無
理
だ
と
思
っ
た
。
 い
く
ら
七
十
周

年
記
念
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
い
く
ら
大

き
な
こ
と
を
し
た
い
か
ら
と
い
っ
て
、
 

立
侯
武
多
を
製
作
す
る
の
は
無
理
だ
と

思
っ
た
。
立
候
武
多
実
行
委
員
会
の
友

達
か
ら
話
を
聞
い
て
い
た
が
、
い
つ
も

言
う
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
た
。
 「
人
手

が
足
り
な
い
」
 
「も
う
絶
対
間
に
合
わ

な
い
」
そ
れ
ば
か
り
だ
っ
た
。
 

し
か
し
運
行
当
日
、
会
場
に
は
自
分

の
目
を
疑
い
た
く
な
る
く
ら
い
見
事
な

立
侵
武
多
が
そ
び
え
立
っ
て
い
た
。
神

々
し
く
て
、
力
強
く
て
、
何
事
に
も
動

じ
な
い
よ
う
な
ま
さ
に
 「
不動
明
王
」
。
 

こ
の
立
侵
武
多
に
は
、
わ
た
し
の
知
ら

な
い
製
作
の
苦
し
み
と
か
、
楽
し
さ
と

か
、
感
動
と
か
、
い
ろ
ん
な
人
の
い
ろ

ん
な
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
な
あ
と
思
っ
た
。
 

ス
タ
ー
ト
の
合
図
が
聞
こ
え
て
き
た
。
 

い
よ
い
よ
こ
の
瞬
間
、
最
初
は
ノ
リ
が
 

悪
か
っ
た
け
れ
と
、
た
A
だ
ん
盛
り
上

が
り
、
学
年
を
越
え
、
す
べ
て
の
も
の

を
越
え
、
 「五
所
川
原
高
校
」
が

一
体

と
な
っ
た
。
少
人
数
だ
っ
た
ハ
ネ
ト
も

道
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
に
な
り
、
い
よ

い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
先
生
が
何
度

終
わ
り
だ
と
言
っ
て
も
、
 一
向
に
止
め

よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か

ま
す
ま
す
盛
り
上
が
っ
て
い
く
ば
か
り

だ
っ
た
。
終
わ
り
の
合
図
が
鳴
り
響
い

た
。
生
徒
会
長
が
泣
い
て
い
た
、
長
い

間
立
侵
武
多
製
作
に
携
わ
っ
て
き
た
長

野
賢
司
先
生
も
泣
い
て
い
た
。
そ
の
場

に
い
た
誰
も
が
、
こ
の
瞬
間
を
終
わ
ら

せ
ま
い
と
し
て
い
た
。
 

前
例
の
な
い
立
侵
武
多
製
作
。
前
例

を
作
っ
た
こ
の
年
に
、
五
所
川
原
高
校

の
生
徒
で
あ
る
こ
と
を
と
て
も
誇
り
に

思
う
。
み
ん
な
の
心
に
も
、
何
事
に
も

動
じ
な
い
 
「不
動
明
王
」
が
い
つ
ま
で

も
残
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
 

平
成
十
一
年
五
所
川
原
市
議
会
第
五

回
臨
時
会
が
、
七
月
十
九
日
に
開
催
さ

れ
、
強
風
で
屋
根
に
被
害
が
出
た
広
田

市
営
住
宅
の
復
旧
工
事
費
計
上
の
た
め

専
決
処
分
し
た
今
年
度
の
一
般
会
計
補
 

七
月
六
日
か
ら
十
四
日
ま
で
市
内
十

三
カ
所
で
 「元
気
な
ま
ち
づ
く
り
地
域

集
会
」
が
行
わ
れ
、
成
田
市
長
は
じ
め
、
 

菊
池
助
役
、
山
田
収
入
役
、
岩
見
教
育

長
の
ほ
か
各
部
課
長
が
出
席
し
、
参
加

者
か
ら
は
、
意
見

・
要
望
等
が寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
 

同
集
会
は
誰
も
が
誇
れ
る
五
所
川
原
、
 

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
五
所
川
原

を
作
る
た
め
市
民
か
ら
の
要
望
を
市
政

に
反
映
さ
せ
よ
う
と
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
各
会
場
で
は
、
道
路
や
排

水
路
の
整
備
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
身

近
な
問
題
や
市
の
方
向
性
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
質
間
さ
れ
、
そ
れ
ら
ー
つ
ひ

と
つ
に
市
長
や
関
係
職
員
が
答
弁
し
て

い
ま
し
た
。
 
 

正
予
算
を
承
認
、
議
会
推
薦
農
業
委
員

五
人
を
推
薦
し
閉
会
し
ま
し
た
。
 

三
承
認
さ
れ
た
議
案
垂
 

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（
平
成
十
一
年度
五
所
川
原

市
一
般
会
計
補
正
予
算
）
 

・

一
般
会
計
は
、
 一
千
八
百
万
円
増

額
し
て
総
額
二
百
六
億
七
千
三
百
一
一

十
三
万
九
千
円
に
。
 

屍
編
む
富
言
づ
く
凹
地
鰯
編
会
 

市
内
十
三
カ
所
で
開
催
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,
 

津
軽
藩

士
の
御
示

並
よ
永
一
な
れ
 

斜
里
町
 

津
軽

藩
士
殉
難
慰
霊
祭
に

参
加
 

五
所
川
原
市
と
斜
里
市
の
か
か
わ
り

は
、
藩
政
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
 

一
八
〇
七
年
（
文
化
四
年
）
、
北
方
警

備
の
た
め
斜
里
に
派
遣
さ
れ
た
津
軽
藩

士
百
二
人
の
う
ち
七
十
二
人
が

一
冬
で

病
死
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に
飯
詰
村
一
一

人
、
広
田
村
、
中
泉
村
そ
れ
ぞ
れ

一
人

ず
つ
計
四
人
の
本
市
出
身
者
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
出
来
事
は
幕
命
の
た

め
津
軽
藩
の
秘
め
事
と
し
て
歴
史
の
裏

側
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
 

生
き
残
っ
た
青
年
武
士
斎
藤
勝
利
が
書

き
残
し
た
「
松
前
詰
合
日
記
」
が
発
見

さ
れ
、
斜
里
町
は
こ
の
事
件
の
史
実
解

明
と
と
も
に
同
町
に
津
軽
藩
士
の
殉
難

慰
霊
碑
を
建
立
し
、
毎
年
七
月
十
六
日

に
、
津
軽
藩
士
の
御
霊
を
祈
る
た
め
慰

霊
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
十
七
回
目

と
な
っ
た
今
年
の
津
軽
藩
士
殉
難
慰
霊

祭
に
は
、本
市
か
ら
菊
池
富
美
雄
助
役
、
 

市
議
会
か
ら
は
大
野
欽
也
副
議
長
、
 

観
光
振
興
対
策
特
別
委
員
会
委
員
の
六

議
員
が
参
加
し
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
 

弘
前
市
と
斜
里
町
は
昭
和
五
十
八
年

に
友
好
都
市
の
盟
約
調
印
を
交
わ
し
弘

前
ね
ぷ
た
を
斜
里
に
出
陣
さ
せ
る
な
ど

各
分
野
で
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
 
 

斜
里
町

・
・
・
 

北
海
道
の
東
北
端
に
位
置
し
、
人
口

約
一
万
六
千
人
。
斜
里
の
歴
史
が
始
ま

っ
た
の
は
一
七
七
五
年
。
本
格
的
に
は

一
八
七
九
年
、戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ

て
か
ら
町
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
農
業

は
、
ば
れ
い
し
ょ
、
ビ
ー
ト
、
小
麦
が

栽
培
さ
れ
北
限
の
水
田
地
帯
で
も
あ
る
。
 

ま
た
、
年
間
観
光
客
百
七
十
万
人
が
訪

れ
る
知
床
国
立
公
園
が
地
域
経
済
を
支

え
て
い
る
。
 
 

し
ょ
う
ね
。
地
元
の
人
と
の
付
き
合
い

を
拒
な
け
れ
ば
亡
く
な
る
人
も
少
な
く

な
っ
た
の
で
は

…
」
 と
感
慨
深
げ
に
話

し
た
の
を
受
け
、
菊
池
助
役
は
「
津
軽

の
じ
ょ
っ
ぱ
り
根
性
が
出
た
の
で
し
ょ

う
。
何
も
知
ら
な
い
所
で
亡
く
な
る
の

は
大
変
無
念
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」
 と
思

い
を
語
る
と
と
も
に
 「
こ
れ
から
も
弘

前
市
と
同
様
に
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
」
 

と
話
し
、
ま
た
午
来
町
長
は
「
昨
年
五

所
川
原
に
行
っ
て
立
侯
武
多
を
見
て
来

た
ん
で
す
よ
。
随
分
大
き
い
で
す
ね
。
 

作
る
の
に
大
変
苦
労
し
た
ん
で
し
ょ
う
」
 

と
今
後
の
友
好
を
深
め
る
た
め
の
話
し

は
い
つ
ま
で
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

曾

意
の
花
か
ご
）
 

ー
ど
う
も
あ
り
が

と
う
 

ご
ざ

い
ま
し

た
ー
 

⑥
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〇
県
立
五
所
川
原
高
等
学
校
J
R
C
 

部
（
太
田
亜
矢
子
部
長
）
廿
文
化
祭

時
益
金
の
一
部
と
し
て
四
千
六
百
四

十
五
円
。
 

〇
津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合
（
毛

内
秀
登
理
事
長
）
廿
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
売
上
の
一
部
五
万
一
一

千
百
十
五
円
。
 

〇
社
会
福
祉
法
人
若
菜
会
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
荘
（
木
村
良
悦

園
長
）
廿
飛
島
の
ぶ
前
園
長
の
意
志

に
よ
り
寄
付
（
二
十
万
円
）
。
 

（
⑨市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ

〇
広
田
保
育
員
（
渡
過
建
道
代
表
）
 

廿
慰

問
（
園
児
によ
る
遊
戯
、
楽
器

演
奏
）
 

〇
市
生
保
護
婦
人
部
（
斎
藤
千
恵
子

代
表
）
廿
慰
問
（
歌
、
踊
り
）
、
寄

贈
（
ジ
ュ
ー
ス
二
箱
）
。
 

〇
藻
川
民
謡
む
つ
み
会
（
外
崎
武
男

代
表
）
甘
慰
間
（
歌
、
踊
り
）
、
寄

贈
（
ジ
ュ
ー
ス
二
箱
）
 

〇
飯
詰
小
学
校
（
伊
藤
功
校
長
）
児

童
二
十
三
人
廿

慰
間
（
歌
、
踊
り
、
 

折
り
紙
作
り
）
。
 

表
敬
訪
問
し
た
一
行
に
午
来
昌
町
長

は
、
津
軽
藩
士
の
こ
と
を

「
稚
内
から

士

百

間
か
け
て
歩
い
て
き
た
ん
で
す

よ
。
寒
く
て
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
 

懇談する菊池助役と午来斜里市長（左） 
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価
値
観
の
多
様
化
、
地
方
分
権
の
推
進
等
、
地
方

公
共
団
体
は
そ
の
自
主
性
・
自
立
性
の
高
ま
り
と
地

域
の
特
性
を
十
分
活
か
し
た
主
体
的
な
地
域
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
五
所
川
原
市

行
政
改
革
大
綱
を
改
定
し
ま
し
た
の
で
、
分
か
り
や

す
く
抜
粋
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

簡素で効率的な 
行政システムの確立を目指して 

瞬”五所川原市行政改革大綱を改定 

行
政
改
革
の
趣
旨
 

当
市
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
平
成
七
年
十
二
月
に
 
「五

所
川
原
市
行
政
改
革
大
綱
」
（
以
下
「
大

綱
」
 と
い
う
。）
を策
定
し
、
概
ね
三
ケ

年
に
お
い
て
取
り
組
む
主
な
る
課
題
を

設
け
、
行
政
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
 

大
綱
策
定
か
ら
、
既
2
三
年
が
経
過

し
た
今
日
、
本
格
的
な
少
子
・
高
齢
社

会
の
到
来
、
価
値
観
の
多
様
化
、
環
境

問
題
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
等
、
さ

ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
爆
発
的
な

普
及
に
よ
る
世
界
的
規
模
の
高
度
情
報

化
な
ど
、
社
会
の
潮
流
は
人
々
の
意
識

や
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
個
々

の
自
立
の
重
視
、
地
域
社
会
へ
の
参
加

と
い
っ
た
新
た
な
意
識
を生
み
出
し
て

い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
地
方
分
権

は
い
よ
い
よ実
施
の
段
階
を迎
え
る
に

至
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応
で

き
る
よ
う
体
質
を
強
化
し
、
住
民
福
祉

の
向
上
と
個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、事
務
事

業
の
簡
素
効
率
化
・
総
合
化
、
必
置
規
 

制
の
改
廃
等
に対
応
し
た
組
織
管
理
・

職
員
配
置
、
政
策
形
成
能
力
豊
かな
人

材
育
成
等
、
よ
り
一
層
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
総
合
的
な
施
策
展
開
を実
施
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
ため
、
平
成
十

一
年度
か
ら
平
成
十
三
年
度
ま
で
の
概

ね
三
ケ
年
に
お
い
て
取
り
組
む
主
た
る

課
題
を
内
容
と
し
て
改
定
い
た
し
ま
し

た
。
 

行
政
改
革
を
 

進
め
る
視
点
 

市
民
の
参
加
と
協
力
の
も
と
に
、「
活

力
あ
る
元
気
な
ま
ち
五
所
川
原
」
を
目

指
し
、
地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た

な
行
政
シ
ス
テ
ム
確
立
に
向
け
、
次
の

視
点
か
ら
行
政
改
革
に
取
り
組
み
ま

す
。
 

①
市
民
の
た
め
の
市
政
 

「
市民
あ
っ
て
の
市
政
」
を
基
本
に

公
正
、
透
明
な
開
か
れ
た
市
政
を
推
進

し
市
民
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫

を
講
じ
積
極
的
に
広
報
す
る
と
と
も
に

市
民
の
意
見
が
で
き
る
限
り
反
映
さ
れ

る
よ
う
市
民
参
加
型
の
市
政
を
目
指
し

ま
す
。
 

②
簡
素
・
効
率
化
 

厳
し
い
財
政
環
境
の
下
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
が
あ
が
る
よ
う
、
コ

ス
ト
意
識
、
経
営
感
覚
の
視
点
に
留
意
 
 

し
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
簡
素

・
効
率

化
を
図
り
ま
す
。
 

③
時
代
変
化
へ
の
対
応
 

本
格
的
な
少
子
・
高
齢
社
会
の
到
来

や
国
際
化
・
高
度
情
報
化
の
進
展
、
環

境
問
題
の
顕
在
化
な
ど
の
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
市
政
の
抱

え
る
重
要
課
題
に
的
確
か
つ
機
敏
に
対

応
す
る
た
め
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
た

行
財
政
シ
ス
テ
ム
確
立
の
見
直
し
を
進

め
ま
す
。
 

④
「
活力
あ
る
元
気
な
ま
ち
五
所
川
慶

を
発
揮
で
き
る
基
盤
づ
＜
り
 

自
然
、
歴
史
、
文
化
等
の
固
有
の
資

源
を
活
用
し
、
 「
活力
あ
る
元
気
な
ま

ち
五
所
川
原
」
を
切
り
拓
い
て
い
く
た

め
の
、
総
合
的
な
施
策
展
開
の
基
盤
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
 

開
か
れ
た
、わ
か
り
や
す
い

市

政
 
の
推
進
 

m
 
情
報
公
開
の
推
進
 

〇
開
か
れ
た
市
政
を
一
層
推
進
す
る
た

め
、
情
報
公
開
制
度
を
平
成
＋
二
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

情
報
公
開
の
総
合
的
な
推
進
に
関
し

調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。
 

〇
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
の
確

保
及
び
個
人
の
権
利
、
利
益
の
保
護

を
図
る
た
め
、
五
所
川
原
市
個
人
情

報
保
護
制
度
確
立
の
た
め
の
調
査
、
 

研
究
を
進
め
ま
す
。
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②
 
行
政
手
続
制
度
の
円
滑
な
運
用
 

〇
地
方
分
権
の
推
進
に
よ
り
、
国
、
県

お
よ
び
市
町
村
の
事
務
の
再
編
・
整

備
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
審

査
基
準
、
処
分
基
準
、
及
び
標
準
処

理
期
間
に
つ
い
て
、
行
政
手
続
法
及

び
五
所
川
原
市
行
政
手
続
条
例
の
趣

旨
が
十
分
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
事
務

手
続
き
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
 

市
民
の
立
場
に

立
っ
た

市

政
の

推
進
 

m
 規
制
緩
和
 

〇
申
請
、
届
出
等
に
係
る
押
印
に
つ
い

て
、
そ
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
廃
止

を
含
め
た
合
理
化
を
推
進
し
ま
す
。
 

②
 
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
 

〇
「
窓
口サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
施
要
領
」
 

を
作
成
し
、
窓
口
業
務
に
お
け
る
職

員
の
接
遇
等
に
関
し
て
周
知
徹
底
を

図
り
、
市
民
か
ら
意
見
等
が
出
さ
れ

た
窓
口
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
の
上
、
接
遇
等
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
 

⑧
 
相
談
窓
口
の
機
能
強
化
 

〇
各
種
相
談
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
 

④
 
公
共
施
設
に
つ
い
て
の
 

利
便
性
の
向
上
 

〇
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
開
館
時
間

等
を
見
直
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。
 
 

⑤
 
高
齢
者
、
障
害
者
等
に
 

や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
 

〇
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
日
常
生
活
に

制
限
を
受
け
る
人
々
が
円
滑
に
利
用

で
き
る
公
共
的
な
施
設
や
交
通
機
関

の
整
備
を
促
進
し
、
す
べ
て
の
人
々

が
自
由
に
、
安
心
し
て
、
積
極
的
に

社
会
参
加
が
出
来
る
よ
う
「
五
所
川

原
市
障
害
者
計
画
」
を策
定
し
ま
す
。
 

行
政
シ
ス
テ
ム
 

の
改

革
 

m
 事
務
事
業
の
見
直
し
 

①
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
 

〇
社
会
・
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
前
例
、
慣

例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
行
政
の
責
任
領

域
を
改
め
て
見
直
し
、
行
政
関
与
の

必
要
性
、
受
益
と
負
担
の
公
平
確
保

や
行
政
効
率
、
効
果
等
を
十
分
吟
味

し
て
、
 一
層
の
事
務
事
業
の
整
理
合

理
化
を
図
り
ま
す
。
 

〇
既
に
計
画
し
、
ま
た
は
着
手
し
た
事

業
等
で
あ
っ
て
も
、
必
要
性
、
効
果

等
を
十
分
勘
案
し
て
そ
の
推
進
に
つ

い
て
判
断
し
ま
す
。
 

〇
住
民
か
ら
の
複
雑
多
様
化
す
る
行
政

需
要
や
、
新
た
な
行
政
課
題
を
的
確

に
把
握
し
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て

実
施
す
べ
き
施
策
の
選
択
や
重
点
化

を
図
り
ま
す
。
 

〇
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
施
策
の
 
 

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る
限
り

組
織
相
互
間
の
横
断
的
な
調
整
を
行

い
、
事
務
事
業
が
総
合
的
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
 

〇
職
員
参
加
に
よ
る
明
確
な
目
標
設
定

と
効
率
的
な
進
行
管
理
の
徹
底
、
小

集
団
活
動
や
提
案
制
度
の
活
用
等
、
 

民
間
の
手
法
を
導
入
・
応
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
実
情
に
応
じ
た
行
政
運

営
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に
努
め
ま
す
。
 

②
民
間
委
託
等
の
推
進
 

〇
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
 

行
政
責
任
の
確
保
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
向
上
等
に
留
意
し
な
が
ら
、
 

民
間
委
託
等
の
実
施
が
適
当
な
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

積
極
的
か
つ
計
画
的
に
民
間
委
託
等

を
推
進
し
ま
す
。
 

③
市
費
単
独
補
助
金
の
整
理
合
理
化

〇
補
助
金
等
に
つ
い
て
、
行
政
の
責
任

分
野
、
経
費
負
担
の
在
り
方
、
行
政

効
果
等
を
精
査
の
う
え
、
廃
止
、
統

合
、
メ
ニ
ュ
ー
化
等
に
よ
り
抜
本
的

な
整
理
合
理
化
に
努
め
ま
す
。
 

〇
補
助
金
等
に
つ
い
て
終
期
の
設
定
や

不
断
の
見
直
し
を
行
う
と
伴
に
、
削

減
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
計
画
的

に
補
助
金
総
額
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。
 

②
 
組
織
・
機
構
の
見
直
し
 

〇
組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
今
後
の
国
に
お
け
る
省
庁
再
編

成
等
の
動
向
に
も
留
意
し
つ
つ
、
ス
 
 

ク
ラ
ッ
プ

・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
あ
り
方

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
簡
素
で

効
率
的
な
組
織

・
機
構
の
構
築
を
図

り
ま
す
。
 

〇
一
干
一
世
紀
に
向
け
「
活
力
あ
る
元

気
な
ま
ち
五
所
川
原
」
を
目
指
し
、
 

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め

企
画
課
内
に
中
心
市
街
地
対
策
室
を

設
け
る
な
ど
、
総
合
的
な
施
策
展
開

の
基
盤
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

〇
出
先
機
関
、
各
種
審
議
会
等
に
つ
い

て
も
、
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
た
見

直
し
を
図
り
ま
す
。
 

⑧
 
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

〇
新
規
の
行
政
需
要
に
対
し
て
は
、
職

員
の
配
置
転
換
に
よ
っ
て
対
応
す
る

な
ど
定
員
管
理
の
適
正
化
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
 

〇
職
員
の
給
与
に
つ
いて
は
、給
与
水
準

の
是
正
、給
与
制
度
及
び
そ
の
運
用
の

適
正
化
を
今
後
と
も
推
進
し
ま
す
。
 

④
 
人
材
育
成
の
推
進
 

〇
職
員
の
能
力
開
発
を
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
、
目
的
、
方
策
等
を
明
確

に
し
た
人
材
育
成
に
関
す
る
方
針
を

策
定
し
ま
す
。
 

〇
ジ
ョ
ブ

・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
様
々
な
職
場
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
経

験
す
る
こ
と
で
、
視
野
や
知
識
、
技

術
を
幅
広
く
深
い
も
の
と
し
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
 
 

意
欲
を
促
す
よ
う
な
人
事
管
理
を
推

進
し
ま
す
。
 

〇
職
員
の
自
発
性
を
重
視
し
た
能
力
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
の

活
性
化
及
び
効
率
的
な
行
政
運
営
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
、
異
動
希
望
（
自

己
申
告
制
度
）
を
今
後
も
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
 

⑤
 
保
健
・
医療
・福
祉
の
連
携
の
強
化

〇
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
備
え
る
た
め

保
健
、
医
療
、
福
祉
が
一
体
と
な
っ

た
第
二
次
五
所
川
原
市
老
人
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
平

成
十
一
年
度
中
に
策
定
し
、
連
携
の

一
層
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
 

地
方
分
権
に
対
応
し
た
 

体
制
の
整
備
 

広
域
行
政
の
推
進
 

〇
交
通
網
の
著
し
い
発
達
に
伴
う
日
常

生
活
圏
の
拡
大
と
、
厳
し
い
財
政
状

況
下
で
の
、
効
率
的
な
行
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
広
域
的
な

行
政
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て

い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
広
域
市
町
村
圏
内
の
市

町
村
が
連
携
し
、
平
成
十
一
年
三
月

に

「
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
」
を

設
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
 

こ
の
組
織
の
強
化
と
、
広
域
圏
に
お

け
る
地
域
振
興
策
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
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五
所
川
原
地
区消
防
事
務組
合
 

行
政
改
革
大
綱
を
策
定
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
で
は
、
近
年
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
「
五
所
川
原
地
区

消
防
事
務
組
合
行
政
改
革
大
綱
」
を
定
め
ま
し
た
。
行
政
改
革
大
綱
と
は
、
 

組
織
の
簡
素
合
理
化
、
事
務
の
効
率
化
、
職
員
数
及
び
給
与
の
適
正
化
な
ど

に
つ
い
て
の
改
革
を
進
め
る
た
め
の
指
針
で
す
。
 

今
回
は
、
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
行
政
改
革
大
綱
を
抜
粋
し
て
掲

載
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
地
区

消
防
事
務
組
合
行
政
改

革
大
綱
 

平
成
十

一
年
七
月
一
日

五
所
川
原
地
区

消
防
事
務
組
合
告
示
第
十
号
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五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
の
行

政
改
革
は
、
近
年
の
社
会
環
境
の
変
化

と
産
業
の
複
雑
化
、
住
民
生
活
の
多
様

化
、
高
齢
社
会
へ
の
進
展
等
に
よ
り
き

め
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
 

ま
た
災
害
の
態
様
も
複
雑
多
様
化
、
大

規
模
化
の
様
相
を
呈
し
、
消
防
行
政
に

対
す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
住
民
の
期

待
と
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
消
防
体

制
の
改
善
、
各
種
施
策
の
充
実
強
化
等

を
図
る
た
め
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
え
 

ま
た
行
政
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
 
 

は
、
全
庁
一
体
で
取
り
組
み
地
方
自
治

法
に
定
め
る
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
よ
う
地
域
住
民
の
協
力
と

理
解
を
得
な
が
ら
、
計
画
的
に
推
進
し

ま
す
。
 

匠
政
改
革
推
進
事
項
一
 

m
事
務
事
業
の
見
直
し
 

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
効

率
的
な
事
務
事
業
の
実
施
を
図
る
た
め
、
 

事
務
手
続
き
等
の
簡
素
化
、
効
率
化
を

進
め
ま
す
。
 

ま
た
、
給
与
支
払
い
事
務
、
予
防
査

察
の
適
正
化
、
各
所
属
の
事
務
事
業
の

整
理
合
理
化
、
各
年
度
の
重
点
目
標
の
 
 

作
成
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
消

防
車
両
及
び
消
防
団
施
設
の
配
置
計
画
、
 

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
等
に
重
点
を
置

き
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
 

組
合
の
実
施
す
る
許
認
可
等
の
行
政

手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
、
実
施
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
所
属
ご
と
に

見
直
し
を
図
る
ほ
か
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
観
点
か
ら
処
理
日
数
の
短
縮
化
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
補
助
金
等
に
つ
い
て

は
、
行
政
の
責
任
分
野
、
経
費
負
担
の

在
り
方
、
行
政
効
果
等
を
精
査
の
う
え

廃
止
、
統
合
等
に
よ
り
抜
本
的
な
整
理

合
埋
化
を
図
り
ま
す
。
 

②
組
織
・
機
構
の
見
直
し
 

消
防
行
政
に
対
す
る
需
要
と
事
務
事

業
と
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要
度
、
緊
急

度
、
投
資
的
効
果
を
考
慮
し
た
体
制
の

構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防
署
の
出

動
体
制
を
見
直
し
、
効
率
的
な
出
動
体

制
と
し
、
既
存
の
組
織

・
機
構
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
最
小
限
の
人
員
と
経

費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
見
直

し
を
行
い
ま
す
。
 

⑧
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
の
推

進
 

火
災
の
予
防
、
警
戒
及
び
鎮
圧
並
び

に
救
急
業
務
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
最
小
限
度
の
施
設
及
び
人
員
に
つ
い

て
定
め
ら
れ
た
 
「
消
防力
の
基
準
」
 
に

基
づ
き
現
有
の
消
防
力
か
ら
算
出
さ
れ

た
当
組
合
の
職
員
数
は
百
四
十
五
人
で
 
 あ

り
ま
す
が
、
現
在
二
十
三
名
の
不
足

と
な
っ
て
お
り
最
小
限
の
人
員
に
つ
い

て
更
に
調
査
研
究
を
実
施
し
、
定
員
管

理
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
ほ
か
職
員

の
各
階
級
ご
と
の
定
数
の
見
直
し
を
図

り
、
計
画
的
な
人
事
管
理
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
 

、
給
与
決
定
の
根
本
基
準
で
あ
る
職
務

給
の
原
則
、
均
衝
の
原
則
に
基
づ
き
、
 

人
事
院
勧
告
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
 

地
域
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
適

正
化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
合
わ
せ
、
諸
手
当
に
つ
い

て
適
切
な
見
直
し
を
推
進
し
ま
す
。
 

④
人
材
の
育
成
・
確
保
 

人
材
育
成
の
た
め
職
場
内
に
お
け
る

研
修
の
実
施
強
化
を
図
る
ほ
か
、
組
合

内
部
で
の
職
場
研
修
を
計
画
し
定
期
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た

消
防
学
校
、
消
防
大
学
校
等
に
お
け
る

計
画
的
な
研
修
制
度
を
確
立
す
る
ほ
か
、
 

救
急
救
命
士
を
長
期
間
の
養
成
計
画
に

よ
り
効
率
的
に
養
成
し
ま
す
。
 

⑤
行
政
の
情
報
化
の
推
進
等
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
 

現
在
構
成
市
町
の
広
報
に
よ
り
行
っ

て
い
る
情
報
提
供
を
今
後
は
更
に
向
上

さ
せ
、
地
域
に
合
っ
た
情
報
提
供
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
組
合
の
財
政
計
画
、
 

予
算
、
決
算
等
の
主
要
な
情
報
を
住
民

に
積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
 

⑥
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
 

構
成
市
町
の
行
政
手
続
き
条
例
の
施

行
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
の
運

用
に
つ
い
て
調
査
研
究
に
努
め
る
ほ
か
、
 

構
成
市
町
の
情
報
公
開
制
度
に
基
づ
き
、
 

そ
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
適
正
な
情

報
管
理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
適
正
で

効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
監

査
制
度
の
見
直
し
を
図
る
等
、
監
査
機

能
の
強
化
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
 

⑦
経
費
の
節
減
合
理
化
等
財
政
の
健
全
 

化
の
推
進
 

国
に
お
い
て
は
財
政
構
造
改
革
の
集

中
改
革
期
間
と
し
て
徹
底
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
組
合
に
お
い
て
も

経
費
全
般
に
つ
い
て
徹
底
的
な
見
直
し

を
図
り
、
そ
の
節
減
合
理
化
を
図
る
と

と
も
に
予
算
の
厳
正
な
執
行
を
図
り
ま

す
。
 

⑧
広
域
行
政
の
推
進
 

国
の
消
防
行
政
の
広
域
化
に
対
応
し

た
再
編
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
そ
の
実

現
を
目
指
し
て
、
隣
接
消
防
本
部
と
の

連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
広
域
化
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
消
防
の
体
力
強
化
を

推
進
し
ま
す
。
 

⑨
計
画
行
政
の
確
立
 

消
防
車
両
等
に
つ
い
て
、
組
合
の
長

期
的
な
整
備
計
画
を
策
定
し
、
円
滑
な

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

方 

針 

【
 

r
 



〈連載第11回〉 

0 要介護申請から認定までの間に受けた介

護費用は、どんな形で支払いをするのですか？ 

A 認定される前に介護サービスを利用した

ときは、とりあえず全額を自己負担するこ

とになります。 その後、認定された要介護

度に応じて払戻しされます。 

0 要介護申請をしたら自立と認定されまし

た。状態が変化したらまた申請してもいい

のですか？ 

A もちろん何度でも申請できますし、申請

から認定までの費用は無料です。 

0 要介護度が決まっても、状態が変化した

ときはどうすればいいのですか？ 

A 通常要介護認定は 6 カ月間有効ですが、 

状態に変化があった場合は要介護状態区分

の変更申請をすることができます。 

0 介護サービスを受けていて、医療が必要

になったらどうすればいいのですか？ 

A 介護保険の給付を受けながら必要な医療

サービスを受けることもできます。 

在宅では、訪問看護、訪問リハビリ、通所

リハビリ等が介護保険から給付されます。 

施設に入所している場合は、介護保険対象

外の医療行為については、一般病棟やほか

の医療機関で必要な医療を受けることにな

ります。 

0 要介護認定され介護サービスを受けてい

ますが、サービス内容の変更はできますか。 

それとも次回の認定まで我慢しなければな

らないのですか？ 

A 介護保険で受けたサービス内容が悪かっ

たり、約束どおりの内容でなかったりすれ

ば、変更できます。介護支援専門員（ケア

マネージャー） に介護サービス計画（ケア

プラン） を変更してもらうことが必要とな

ります。 

※サービス計画の作成には利用者負担は

ありません。 

0 要介護認定を受ければ、市外の介護保険

施設を利用することができますか？ 

A 施設サービスは全国どこでも受けられま

す。 

, 

、 

◇知りたいこと疑問に思っていることはありませんか◇ 

介護保険制度について、疑問点や知りたいことがありませんか。広報を通じて

お答えしますのでお問い合わせをお待ちしています。 

送付先 〒037-8686 
五所川原市役所 介護保険課「もっと知りたい介護保険O&A」係 

問い合わせ先 介護保険課 内線272・273 

五所川原甚句盆踊り大会 五所川原甚句保存会事務局 容35-1422 ・千葉 

レ 8月16日（月）~17日火 
	

レ種目 五所川原甚句・津軽甚句 

19時～ 21日寺 
	

レ団体 （ 1 団体 5人以上）に交通費を支給 

ンェルムの街ショッピングセンター駐車場 
	

レ踊り参加者全員に粗品プレゼント 

7 平成11年 8 月 1日 	五所川原市役所 ft35-2111 



行事日程表 

問い合わせ先 五所川原商工会議所内 

まつり実行本部 費38-iロ2ロ 

平成11年度 

’ 五所川原立侵武多一火と虫の祭典ー 

月日（曜日） 時日 主 力 行 事 場 	所 

8/3Ck') 

13:00 

14:00 
18:20 
19:30 

「五所川原立倭武 
多一火と虫の祭 
典ー」 開会式 

虫お＜り運行 

虫送り火まっり 

第50回花火大会 

＝通駐車場 

市内―円 

駅前～岩木河原

岩木河原 

8/4(*) 
I 

8/8旧） 

19:00 
19:00 

立侵武多運行 

ねぷた運行 

市内―円

市内―円 

，月コ日‘大,／虫hくり 皇過り直●つU 
,5り国花火大． 

B月4日（承レ立．“鵬看苫た” 

B日はI多立．武“斤甘‘" 

日（田／立，霞“観h慮恥， 

日旧， I蹄棚 

平成11年 8 月 1日 8 五所川原市役所 公35-2111 

国
民
年
金
 

ロ
座
振
替
キ
ャン
ペ
ー
ン
 

国
保
年
金
課
 
国
民
年
金
係
 

内
線
2
1
1
、
2
1
3
 

平
成
1
1年
度
 

自
衛
官
募
集
案
内
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
原
 

募
集
事
務
所
 
容
（3
5)
2
3
0
5
 

ヘツトのフンは1 
飼い主が ‘ 

あとし紀馴 

お
仕
事
が
忙
し
く
て
な
か
な
か
金
融

機
関
に
行
け
な
か
っ
た
り
、
う
っ
か
り

納
め
忘
れ
て
し
ま
っ
た
な
ど
、
今
ま
で

毎
月
納
め
る
の
が
大
変
だ
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
も
、
ロ
座
振
替
な
ら
一
度
の

お
申
し
込
み
で
、
後
は
自
動
的
に
納
め

ら
れ
ま
す
。
 

ロ
座
振
替
の
手
続
き
は
、
金
融
機
関

に
納
付
書
と
通
帳
並
び
に
印
か
ん
を
持

参
す
る
だ
け
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。
ま

た
、
8
月
1
日
よ
り
口
座
振
替
新
規
申
 
 

し
込
み
の
方

（2
O
O
名
）
に
は
、
 

製
「
立
倭
武
多
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
、
便
利
で
確
実
な
ロ
座

振
替
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

〔
航
空
学
生
〕
 

・

受
付
期
間
 

8
月
2
日
囲

、
9
月
1
0日
団
 

・

試
験
日
 
9
月
2
3日
困
 

・

受
験
資
格
 

高
卒
（
見
込
み
）
で
2
1歳
未
満
の
者
 

〔
一般
曹
候
補
学
生
〕
 

・

受
付
期
間
 

8
月
2
日
卿
、
9
月
1
0日
国
 

・

試
験
日
 
9
月
1
8日
田
 
午
後
 

・

受
験
資
格
 

1
8歳
以
上
2
4歳
未
満
の
者
 

〔
曹候
補
士
〕
 

・

受
付
期
間
 

8
月
2
日
囲

、
9
月
1
0日
固
 

・

試
験
日
 
9
月
1
8日
田
 
午
前
 

・

受
験
資
格
 

1
8歳
以
上
2
7歳
未
満
の
者
 

〔2
等
陸

・
海

・
空
士
男
子
〕
 

・

受
付
期
間
 

8
月
2
日
囲

、
9
月
1
7日
固
 

・

試
験
日

9
月
3
0日
困
・
1
0月
1
日
国
 

《
 

・

受
験
資
格
1
8歳
以
上
2
7歳
未
満
の男
子
 

〔2
等
陸

・
海

・
空
士
女
子
〕
 

・

受
付
期
間
 

8
月
2
日
卿
、
9
月
1
0日
国
 

・

試
験
日
 
9
月
2
7日
卿
・
2
8日
因
 

・

受
験
資
格
 

1
8歳
以
上
2
7歳
未
満
の
女
子
 

ー
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
ー
 

ペ
ツ
ト
の
フ
ン
の
 

後
始
末
を
ノ
 

環
境
対
策
課
  

内
線
2
3
ー
 

こ
の
度
の
地
域
集
会
で
、
 「
犬の
散

歩
時
に
放
置
さ
れ
る
フ
ン
が
多
く
、
処

理
に
ホ
ト
ホ
ト
困
っ
て
い
る
」
と
の
ご

意
見
が
各
地
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ペ
ッ

ト
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
責
任
を
も
っ

て
フ
ン
を
処
理
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

ま
た
、
猫
の
放
し
飼
い
に
つ
い
て
も

し
尿
等
に
つ
い
て
の
意
見
があ
り
ま
し

た
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

牛寺 



五
所
川
原
保

健
所
予
防
課
 

公
（3
4)
2
1
0
8
 

8月31日火は 
市県民税第2期 
国民健康保険税第2期 

の納期限です 

お手元の納付書を確認し、 

期限内に納めましよう。 

市
働
く
婦
人
の
家
内
 
青
森
県
女
性

就
業
援
助
セ
ンタ
ー
五
所
川
原
相
談
所
 

合
（3
5)
8
8
9

8
 

、
 

オルテンシア8 
ふるさと交流誉民センタ一 TEL 

月の催し物案内 
(33) 2111 

日 曜日 催 	し 	物 開演 入場料 

小
 

ホ
 

ー
 
ル
  

7
  

土
  

中里音楽教室ピアノ発表会 13:00 

19 

20 

木
金
 

平成11年度 

甲種防火管理講習会 
9:15 

21 土
  

第11回ピアノ発表会 13:00 

27 金
  

あおいもり文化講演会 18:30 無 	料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

8
  

「日
 

五所川原フレッシュ 

コンサート 
14:00 前売 500円 

15 口
］
  

青森県歌謡選手権大会 12:00 
前売 800円 
当日 

1 ,000円 

20 金 津軽ひろ子歌謡ショー 
14:00 

18:30 
無 	料 

五所川原市役所 ft35-2111 9 平成11年 8 月 1日 

都市計画課 内線323 

今年もお盆期間中、お墓参りをする方々の 

ために、市の臨時バスを運行します。 

◇料金 営業所より 350円 

駅 前より 330円 

松島団地より 220円 

屍冒窮園地公ン⑩ 
国時バ2る署運得レ窮す 

◇運行経路（各停留所停車） 

営業所一駅前一松島団地一墓地 

月 	日 営業所発 駅前発 松島団地発 墓地着 墓地発 

8/1 3(t) 
11 
14 

:00 
:00 

11 
14 

:15 
:15 

11 
14 

:25 
:25 

11 
14 

:40 
:40 

12 
15 

:10 
:10 

8/1 4() 16 :00 16 :15 16 :25 16 :40 17 :10 

8/1 5(s) 16 :00 16 :15 16 :25 16 :40 17 :10 

8/2 0(t) 14 :00 14 :15 14 :25 14 :40 15 :10 

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

移
 
動
 
相
 
談
 

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
 

公
0
1
7
7

(2
2)
3
3
3
8
 

商
工

観
光
課
 

内
線

3
9
4
 

◇
募
集
人
員
 
7
0人
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
単
位
 
5
回
以
上
出
席
す
る
と
終
了

証
書
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
あ

お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
学
生
に
は
1
4
 

単
位
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
、
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
い
た
し

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
当
日
は
電
話
で
の
受
付
も
い
た
し

ま
す
。
 

●

毎
月
第
3
木
曜
日
 
1
0時

、
1
5時
 

（
今月
は
8
月
1
9日
）
 

産
経
会
館
 
B
会
議
室
 

◇
電
話
 
（3
5)
2
1
1
1
内
線
5
8
4
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

ワ
ー
プ
ロ
検
定
3
級
取
得
を
目
指
し
、
 

就
業
を
希
望
す
る
4
5歳
ま
で
の
女
性
 

で
、
全
日
程
を
出
席
で
き
る
方
。
 

◇
募
集
人
員
 
2
0名
 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
 

◇
受
講
料
 
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
 

3
5
0
0
円
）
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具
 

◇
申
込
期
間
 
8
月
9
日
卿
、
1
1日
困
 

9
時

、
1
5時
3
0分
 

◇
申
込
方
法
 
五
所
川
原
相
談
所
へ
直
 

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ツ
ジ
 

あ
お
も
り
学
講
座
 

受
講

生
募

集
 

鯵
ケ
沢
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

容
（7
2)
2
1
1
1
 
内
線
4
2
5
 

次
の
よ
う
な
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

・

閉
じ
こ
も
る
 
・
夜
眠
れ
な
い
 

・

ゆ
う
う
つ
 
・

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
 

・家
族
や
職
場
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
 

い
か
な
い
な
ど
 

【
」般
精
神
保
健
福
祉
相
談
】
 

●

8
月
1
7日
因
 
1
3時

ー
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

女
性
の
求
職
者
に
対
し
、
就
業
に
必

要
な
技
術
等
の
講
習
を
実
施
し
、
就
業

の
援
助
を
図
り
ま
す
。
 

●

8
月
3
0日
回
、
1
0月
1
4日
困
の
月
・

水
・
金
曜
日
 
2
1日
間
 

9
時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

◇
応
募
資
格
 
パ
ソ
コ
ン
操
作
と
ワ

ー
 

ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
 「
一太
郎
」
を
学
び
、
 

ふ
る
さ
と
再
発
見
 

P
A
R
T
3
 

青
森
県
の
歴
史
、
文
化
、
経
済
等
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。演
題
は
「ヒ
ュ

ー
 

マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
縄
文
人
」
「メ
デ
ィ

ア
か
ら
観
た
観
光
と
文
化
」
な
ど
多
彩

な
内
容
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

●

9
月
2
日
困

、
1
0月
1
4日
困
の
毎
週
 

（水
曜
日
か
木
曜
日
）
 

1
9時

ー
2
1時
 

日
本
海
拠
点
館
・
あ
じ
が
さ
わ
 

◇
対
象
 
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
 

学
生
及
び
一
般
県
民
 



身
体
障
害
者
 

相
談
員
に
つ
い
て
 

市
福
祉
事
務
所
 
高
齢

福
祉
課

内
線

5
4
0
・
5
4
ー
 

消
防
署
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

消
防

本
部
予
防
課
 

費
（3
5)
2
0
1
9
 
内
線
2
5・
4
2
 

第
2
回
夏
休
み
 

こ
ど
も
科
学
教
室
 

市
教
育
委
員
会
 
生
涯
学

習
課
 

内
線

5
5
5
 

●

8
月
1
9日
困
 
1
3時

、
1
5時

市
中
央
公
民
館
 
3
階
調
理
室

◇
対
象
 

小
学
4
年
生
か
ら
中
学
3
年
生

◇
募
集
人
員
 
約
4
0名
 

平
成
1
1年
度
 

が
ん
ば
れ
「あ
お
も
り
の
 

商
店
街
」
提言
募
集
 

青
森
県

明
日
の
商

店
街
づ

く
り
 

事
業
実

行
委
員
会

事
務

局
 

容
0
1
7
7
(3
4)
9
3
7
4
 

県
民
の
皆
様
か
ら
、
商
店
街
に
対
す

る
提
言

・
意
見
を募
集
し
ま
す
。
明
日

の
商
店
街
づ
く
り
の
た
め
の
具
体
的
な
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県
で
は
、
身
体
障
害
者
が
日
常
の
苦
 

情
、
意
見
、
要
望
な
ど
を
気
軽
に
相
談
 

で
き
る
身
体
障
害
者
相
談
員
を
次
の
と
 

お
り
配
置
し
て
い
ま
す
。
 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
 

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
市
内
川
端
町
6
 

松
本
 
一

男
さ
ん
 

T
E
」

（3
5)
6
9
1
5
 

◇
市
内
鳥
森
3
9ー
5
2
 

葛
西
 

み
 
つ
さ
ん
 

T
E
L

(3
3)
0
2
7
2
 

◇
市
内
藻
川
字
中
島
2
41
2
 

畑
山
 

正
栄

さ
ん
 

T
E
」

（3
6)
2
1
4
2
 

◇
市
内
唐
笠
柳
字
皆
瀬
1
8ー
1
2
 

柳
原
 
一
 
一
一
さ
ん
 

T
E
」

（3
5)
2
9
1
8
 

◇
市
内
若
葉
一
丁
目
9
1
5
 

川
村
 
慧

子
さ
ん
 

T
E
」

（3
5)
 7

に
J
5
4
 

◇
市
内
柳
町
9
 

平
山
新

三
郎
さ
ん
 

T
E
」

（3
5)
 
 
1
。乙
にJ
o
J
 

◇
市
内
み
ど
り
町
八
丁
目
7
4
 

本
荘
 
栄

造
さ
ん
 

T
E
」

（3
4)
8
2
6
1
 
 

消
火
器

の
 

訪
問

点
検
に
ご

注
意
を
ノ
 

消
火
器
の
不
適
正
な
点
検
や
高
額
請

求
の
被
害
が
各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

◇
ト
ラ
プ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
 

・

身
分
証
明
等
の
提
示
を
求
め
る
 

・

は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
絶
す
る
 

・

契
約
書
に
印
か
ん
を
押
さ
な
い
 
 

◇
講
師
 
弘
前
大
学
理
工
学
部
 

須
藤
新
一
教
授
 

◇
実
験
内
容
 

・

2
種
類
の
溶
液
を
使
っ
て
ナ
イ
ロ
ン

を
作
る
。
 

・

ク
リ
ッ
プ
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
簡
単
 

な
実
験
を
行
う
。
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
1
0日
因
 

U
タ

ー
ン
フ
ェ
ア
 

・

ー
n
津
軽
開
催
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
 

現
在
、
県
外
で
働
い
て
い
る
方
で
、
 

将
来
は
自
分
の
ふ
る
さ
と
青
森
県
内
で

働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
方
々
を
対
象

に
、
地
元
企
業
と
の
就
職
相
談

・
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

8
月
1
2日
困
 
1
3時

ー
1
6時
 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
 

3
階

「
麗
峰の
間
」
 
（
弘
前市
内
）
 
 

提
言
、
ァ
イ
デ
ィ
ァ
、
意
見
を
自
由
に

書
い
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
応
募
資
格
 
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
 

（年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）
 

◇
募
集
作
品
の
様
式
 

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
5
枚
以

内
で
論
文
、
感
想
文
等
、
形
式
は
自

由
で
す
が
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
 

※
作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
 

作
品
の
返
還
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

◇
応
募
締
切
 
8
月
3
1日
因
 

◇
応
募
先
 

青
森
明
日
の
商
店
街
づ
く
り
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
 

・

青
森
市
長
島
1
丁
目
1
1
1
 
青
森

県
経
営
振
興
課
内
 

・

F
A
X
 
O
l
7
7
(3
4)8
1
0
7
 

◆
そ
の
他
 
応
募
作
品
は
電
子
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
電
話
に
て
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

難
病
患
者
医
療
 

相
談
の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
保

健
所
予
防

課
 

公
（3
4)
2
1
0

8
 

●

8
月
2
7日
岡
 

受
付
時
間
 
1
4時
、
1
4時
3
0分
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

◇
相
談
担
当
医
師
 

あ
お
も
り
協
立
病
院
内
科
医
長
 
 

柏
村
 
英

明
 
先
生
 

◇
対
象
者
 

・

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
重
症
筋
無
力
症

な
ど
神
経
難
病
の
患
者
及
び
家
族
。
 

・

日
頃
、
手
足
の
し
び
れ
や
震
え
、
転
 

び
や
す
い
、ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
歩
き
、細
 

か
い
動
作
が
で
き
に
く
い
等
の
症
状
 

で
困
っ
て
い
る
方
。
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
0日
団
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

◇
そ
の
他
 
服
薬
さ
れ
て
い
る
方
は
、
 

薬
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

五 
 

青森県内 五所川原警察署管内 

（
平
成1
1年
7
月
2
0H
現
在
）
 
 

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら

交
通
事
故

概
要
 

毎
月
ー
日
は
、県
民
交
通
安
全
の日

五
所
川
原
市
交
通安
全
対
策
協
議
会

所
 
川
 
原
 
警
 
察
 
署
 

発
生
 

死

者
 

傷
者
 
 

4,379 
(+61) 

186 
(+2) 

56 
(-12) 

4
よ
、J
  

く
 

0
  

5,260 
(+94) 

233 
(+13) 

【
 

【
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五
所
川
原
市
立
 

図
書
館
か
ら
あ
れ
こ

れ
 

所
川
原
市
立
 

『
 

図
書
館
か
ら
あ
れ
こ

れ
 
（
 

開

け
ゴ

マ
 
）
 

   

 

第

3
回
国
際
交
流
会
 

  

五
所
川
原
市
国
際
交
流
市
民
の
会
 

廿
（3
5)
81
2
1
・
浅
見
 

 

嗣
屍
サ
 

 

ロ 

 

ン
 

 

ノ
 

ゲ
ス
ト
に
外
国
の
方
々
を
お
招
き
し

て
の
交
流
会
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
 

●

8
月
2
2日
同
 
1
3時

、
1
8時
3
0分

津
軽
金
山
焼
窯
業
組
合
 

◇
会
費
  
1
5
0
0
円
 

※
小
学
生
以
下
は
無
料
で
、
陶
芸
教
室

参
加
者
は
別
途
5
0
0円
が
必
要
で克
 

◇
内
容
 
陶
芸
や
食
事
、
コ
ン
ガ
演
奏
 

（
ダ
ッチ
増
岡
さ
ん
の
演
奏
）
を
聞

き
な
が
ら
の
交
流
です
。
 

8
月
の
歩
こ
う
会
 

五
所
川
原

歩
け

歩
け

の
会
 

合
（3
5)
1
6

6
6
 

●

8
月
8
日
伯
 

4
1央
公
民
館
前
 
8
時
3
0分
集
合
 

8
時
4
0分
出
発
 

1
5時
3
0分
頃
帰
着
予
定
 

◇
コ
ー
ス
 狼
野
長
根
公
園
片
道
1
4キロ
 

※
ゴ
ー
ル
に
て
昼
食
後
、
現
地
解
散
。
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

一
 
昼
食
、水
、
敷
物
、
雨
具
な
ど
 

、
 

イ
左

1
 
7
 
勇
牛
 
ド
J
7‘
く
 
×
 

健
 
康
相
 
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
、保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

1

各
地
区
で

の
 

身
も
心
も
さ
っ

ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談
ー
 

●

8
月
1
0日
因
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

浅
井
公
民
館
 

●

8
月
1
8日
困
 
1
3時

、
1
4時
3
0分
 

水
野
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

消
防
セ
ン
タ

ー
 

●

8
月
1
8日
困
 
1
3時

ー
1
4時
 
 

福
井
保
健
協
力
員
宅
 

●

8
月
2
3日
回
 
1
0時
ー
1
4時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
 

●

8
月
2
3日
回
 
1
0時
3
0分

ー
1
2時

戸
沢
公
民
館
 

●

8
月
2
3日
同
1
2時
契
万

、
1
3時
契
万

坂
ノ
上
集
会
所
 

コ
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
 

J
 

F
 

成
人
の
相
談
日

L
 

●

8
月
1
1日
困
 

1
0時

ー
1
2時
・
1
3時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

ウ
ォ

ー
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
 

ー
水
中
運
動
で
楽
し
い
健
康
づ
く
り
ー
 

水
の
中
を
歩
く
、
水
の
中
で
身
体
を

動
か
す
こ
と
を
主
体
に
し
た
教
室
で
す
。
 

「
な
に
か運
動
し
た
方
が
い
い
か
な
？
」
 

と
お
考
え
の
あ
な
た
、
健
康
づ
く
り
の

第
一
歩
と
し
て
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

8
月
2
0日
岡
 
9
時

、
1
2時
 

サ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
 

五
所
川
原
 

◇
対
象
者
 

・

4
0歳
以
上
で
、
基
本
健
診

（平
成
1
1
 

年
4
月
i
）
等
を
受
け
た
結
果
、
特

に
異
常
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
 

・

昨
年
こ
の
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方

◇
内
容
 

・

ウ
ォ
ー
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
体
験
 

・

み
な
さ
ん
と
保
健
婦
で
つ
く
る
グ
ル
 
 

ー
プ
ワ
ー
ク
 
「
自
分
にあ
っ
た
運
動
 

と
健
康
づ
く
り
」
等
 

◇
定
員
 
3
0名
（
参加
費
 
無
料
）
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
1
6日
卿
 

◇
そ
の
他
 
血
圧
等
で
病
気
療
養
中
の
 

方
は
、
主
治
医
に
確
認
の
う
え
お
申
 

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

●

8
月
2
7日
岡
1
3時

、
1
4時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

3
階
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 
「
糖
尿病
の
は
な
し
」
 

◇
講
師
 
佐
藤
内
科
小
児
科
医
院
 

佐
藤
賓
先
生
 

◇
主
催
 
北
五
医
師
会

・
市
民
保
健
協
 

議
会
 

か
ん
た
ん
ノ
 

健
康
レ
ス
ト
ラ
ン
開催
 

ー
糖
尿
病
予
防

ー
 

し
「か
り
食
べ
て
快
適
な
体
重
をめ
ざ
す
食
事
 

●

8
月
2
7日
岡
9
時
3
0分

、
1
2時
3
0分
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

2
階
調
理
室
 
第
1
講
習
室
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
0日
国
 

◇
募
集
人
員
 
3
0名
（
先
着
順
）
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
ご
は
ん
、
エ
プ
ロ
 

ン
、
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
、
 
 

塩
分
測
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
み
 

そ
汁
（
小
瓶
に
入
れ
て
）
と
漬
け
物
 

可

、
3
切
れ
）
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
担
当
 
保
健
婦
 
栄
養
士
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

8
月
1
2日
困
 
1
0時

、
1
6時
 

日
立
北
海
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
 

株
式
会
社
津
軽
工
場
 

「
共通
利
用
券
」
 と
い
う
も
の

を
ご
存
じ
で
す
か
？
ご
存
じ
の
方

は
図
書
館
通
。
ご
存
じ
で
な
い
方

の
為
に
説
明
い
た
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
民
が
、
他
市
町
村

の
図
書
館
か
ら
貸
し
出
し
を
受
け

る
た
め
に
使
い
ま
す
。
 「共
通
利

用
券
」
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
そ
こ

の
市
民
で
な
く
と
も
貸
出
券
が
作

れ
ま
す
。
今
で
き
た
て
の
中
里
町

や
鯵
ケ
沢
町
の
図
書
館
か
ら
も
本

を
借
り
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
い
わ

ば
宝
蔵
の
鍵
。
当
館
で
は
中
学
生

以
上
の
方
に
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
 

よ
そ
に
行
っ
て
か
ら
 「
しま
っ

た
」
 
と
思
わな
い
よ
う
に
、
券
を

作
っ
て
か
ら
他
館
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
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今回の夏まつり 「五所川原立侵武多ー火と

虫の祭典一」 で、ねぶた運行の責任者として 

A 隊列を先導する木村隆さんを紹介します。 

ー 「立侯武多に関わったのは平成 8 年の復元

から。 昨年は運行の警備係として参加しまし

た」 という木村さんは、 「安全をまず第一に

考えます。 その上で観光客へのマナーを徹底

したい。また来てもらうためにはイメージが

大切ですから」 と運行への意欲と苦心を話し

てくれました。 

また、 「立倭武多は起爆剤」 という木村さ

んは運行だけではなく、地域の活性化にも積極

的に活動しています。 「昨年の運行では、今

までにない人波に興奮しました。 けれど興奮

だけではだめ、この盛り上がりを利用するこ

とが大事」 という木村さん自身、昨年は携帯

電話のストラップ、今年はキーホルダーを製

作しました。 「全国から来る人に思い出の品 

‘ を持たせるために、なによりも市の活性化の

ために、みんながこのチャンスを生かしてほ

しい。 勇気をもって前進しましょう」 と語り

ます。 

「県外へ行って、五所川原の話しになると

決まって立侵武多のこと。 おらほのねぷたと

していつも自慢しています」 という木村さん

の夢は、町内の人達も立倭武多を製作・運行

してくれること。 「巨大ねぶたでなくてもい

い。大小の立侵武多が運行されれば、今以上

に盛り上がり、感動を与えてくれるはず。五

所川原には感動がある、そのことが若者達の

定着・U ターンや活性化になる」 と語ってく

れました。 

いよいよ夏まつり。 皆さんもぜひ参加して

五所川原人魂を熱く焦がし、まつりを盛り上

げましょう。立侵武多と皆さんの心が相乗し

たときにこそ、感動が、歓喜が生まれます。  

材料（6人分） 

豆腐（木綿） 1/2丁
バナナ 2009(1/2-2本） 

砂糖 	大さじ2 
ゼラチン 	109 
水 	 50cc. 
レモン汁 大さじ2 
クラッ力一 	759 
マーガリン 	40g 

作り方 

①クラッカーを砕いて、湯煎したマーガリンを入れて 

混ぜ、器の下に敷き詰めて冷蔵庫で冷やし固める。 

②水にゼラチンを振り入れて、ふやして溶かす。 

③ミキサーにバナナとレモン汁を入れて、細かくす 

る。 

④豆腐を手でちぎり、ミキサーに入れる。 

⑤砂糖とゼラチンを④に入れて、よく混ぜる。 

⑥①に⑤を流し入れ、冷蔵庫で冷やし固める。 

\ 

救急医療当i番医 

用日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

又
U
 

ノ
 

日
  

（医）正幸会 
対馬内科小児科医院 

五所川原市字田町4-5 34-3431 

畑
  

目
］
 
 

（医）佑生会 
佐藤内科小児科医院 

五所川原市字弥生町4-2 35-4155 

邪
  

ロ
口
 

櫛引クリニック 五所川原市字鎌谷町75-1 33-1155 

※注 1．対応時間 9:OO-17:OO（電話で確認してから）。 
2．その他、消防署（救急医院案内 廿34-4999）で’ 
紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

レアチーズケーキの

様なおいしさで、中身

は豆腐とバナナ。高栄

養で消化吸収がよく、 

腸の働きも整えてくれ

ます。夏ばて防止に栄

養補給のできるこんな

デザートはいかがです

か。 

五所川原市役所 合35-2111 
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